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概要 

ダイヤモンド中の窒素空孔中心は、量子センシング、通信、シミュレーションの

ための量子プラットフォームとして注目を集めています。この量子系の利点に

は、長いコヒーレンス時間や忠実度の高い制御性が含まれ、幅広い温度と圧力下

で動作が可能です。本講演では、この量子系の動作のしくみからこれまでの基礎

科学への応用までを概観します。また、心磁図[1]、電気自動車[2]、トポロジカ

ルシミュレーション[3]、極限条件下での材料科学など、東京工業大学における

応用研究の一部を紹介します。 
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